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景気動向指数（2022 年 6 月）  
 ～中国ロックダウン解除で急反発も、先行きは懸念材料山積み～ 
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中国ロックダウン解除で急反発だが、先行き不透明感は強い 

内閣府から公表された 2022 年６月の景気動向指数では、ＣＩ一致指数が前月差＋4.1 ポイントとな

った。５月には中国におけるロックダウンの影響から前月差▲1.9 ポイントと落ち込んでいたが、６月

にはそうした要因が解消されたことから急反発となった。内訳では、鉱工業生産指数や生産財出荷指

数、耐久消費財出荷指数、投資財出荷指数など、生産・出荷関連が軒並み大きく伸び、押し上げ要因

となっている。 

この結果、内閣府によるＣＩ一致指数の基調判断は５ヶ月連続で「改善」となった。６月の数字が

0.1 ポイントでも低下していれば基調判断は「足踏み」へ下方修正されるところだったが、実際には急

上昇となり、こうした事態は回避された。３ヶ月移動平均前月差も 0.73 とはっきりとしたプラスに転

じており、「足踏み」への下方修正には多少距離ができた。目先、「改善」判断が続きそうだ。 

もっとも、今月の急上昇については、５月に大きく落ち込んでいたところからの反動の面が大きい。

新型コロナウイルスの感染急拡大、物価上昇による実質購買力の抑制、海外景気の減速等、先行きの

景気については懸念材料が多く、とても楽観できる状況ではない。特に海外景気については要警戒で

あり、急ピッチで進められている金融引き締めの悪影響が今後本格化することを考えると、世界経済

の減速感が今後一段と強まることは避けられないだろう。世界経済がリセッションの瀬戸際に立たさ

れるなか、日本が無傷でいられるはずもない。日本の輸出にも相応の悪影響が及ぶとみられ、景気は

下押しされる可能性が高い。世界経済の下振れ幅如何では、日本が景気後退に陥る可能性も否定でき

ないだろう。 

 

 

 

 

 

 

（出所）内閣府「景気動向指数」
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